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談話室
ブラウン大学およびMITにおける低温事情
教養部 中 田 博 保(豊:中5242)
米国東海岸にある人口20万人の町プロビデソスからルー ト95を北へ向か って フォー ドのテソボを走 ら
せていた。昨年6月 のことである。前 日の実験の失敗について韓国人学生寿郷 と喋 りながら、私はボス
トソ近 くのMITへSQUIDに よる測定をす るために1時 間の道を急いでいた。我々は磁性半導体超
格子の帯磁率の測定を行 っていたが、信号の再現性のな さに悩 まされていた。「どうもサソプルのセ ッ
ティソグに問題 があ るよ うだ。」 と寿郷が切 り出 した。「そ うした ら、 もっと簡単な方法に変更 しよ う。」
と私は答えた。
ボス トソの高速道路の朝 の渋滞を抜け、MIT強 磁場研究所の前の路上に車をとめ、重い ドアーをあ
けて2階 にあるDr.Frenkelの実験室へ入 ってい った。その小 さな部屋 にはS.H.E.のSQUID帯 磁
率装置がおかれ1日200ドルで共同利用できるようにな っていた。前夜にセ ッ トした プログラムは終了
してお り、データがプリソタに打ち出されていたが、結果は思わ しくなかった。サソプルをと り出 し、
もっとも単純だ と思われ るセ ッティソグを行い、サソプルをデ ュワー内に戻 した。エアーロックがデュ
ワー一と部にあ り、サソプルの出 し入れは数分でで きるよにな っている。
技官の人がその時入って きて、ヘ リウムの残量をチェックした。 「30%しか残っていないのでヘ リウ
ムを トラソスファー したいがOKか?」 と聞かれて、私は 「まだ測定を開始 していないか らOK。 」 と
答えた。 トラソスファーチューブとヘ リウムタソクをもって きて、 トラソスファーし始めたがど うもチュー
ブがつまってい るらしい。一度抜いてかわか し、 もう一度 とどこで も同 じような ことをや っているなと
思 った。液体ヘ リウムの心配は しな くて良いし、液体窒素の補給 もしなくてよい、おまけにデュワーの
上部には ヒーターが入 っていて外に霜がつ くことがないので、SQUIDの 測定を2K～300Kまで し
■
ていながら、低温の実験をしているという感覚が殆んどない。ただ、サソプルを低温からとり出した時、
霜がつくので中は低温になっているなと気づく程度である。
「今Bは大丈夫かな?」と私は寿郷に言った。実はその前B、我々の前にSQUIDを用いた人がデュ
ワーの中にサソプルを落としたままになっており、SQUID測 定中の我々のサソプルが上下するたび
に前の人のサソプルを引っかけてつりあげたりしたもので数時間ロスをしたのであった。プログラムを
HPのコソピューターにセットしてデータを取 り始めた。測定はうまくいっているようであった。
10月のある月曜日、プロビデソスのゲーノー通 りにある自宅からいつものように歩いてブラウソ大学
のPorf.Nurmikkoの研究室へ行くと、中国人学生の富強が 「今週はヘリウムを何2申 し込むのか?」
と聞いてきた。私は、 「2度実験したいので202だ。」と答えた。液化装置を持っていないブラウソで
は毎週水曜日に工学部で共同購入している液体ヘリウムが業者によって運ばれてくる。昼からの実験の
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ため、々イクロチャソネルプレー トの冷却用 コソ トロー ラに通水 しスイ ッチをオソに した。1月 末に渡
米 して以来、ラマソ散乱用マルチチ ャソネル分光装置を製作 し、7月 よ り作動 し始めていた。
実験はII-VI族半導体超格子の ラマソ散乱でJanisの温度可変用 クライオスタッ トを用いていた。 こ
れは金属デュワーであるが、液体ヘ リウムだめ と試料室の間にニー ドルバルブがついていて液体ヘ リウ
ムが有効に使 え、又4.2K以上 も測定で きるよ うにな っている。ただ よく注意 しないとニー ドルバル ブ
の所に氷がついて、働かな くなることがある。 しか し液体ヘ リウムの もち もよく、便利な クライオスタッ
トである。フレキシブルでニー ドルバルブのついていない トラソスファーチューブを用いて トラソスファー
を始 めた。 日本でやっているよ うな小 さな風船は用 いず、ヘ リウムガスのボソペを使 って圧 をかけた。
試料室は少 し圧 を下げニー ドルバルブを少 し開けて トラソスファー した。 トラソスファー している間 も、
アメ リカのことでヘ リウムガスを回収 しない。 もったいないことである。
その日の実験は深夜1時 までかか り、その後、別の クライオスタ ットでカル コパイライ トの強磁場中
のフォ トル ミネ ッセソスを測定することにな っていた。夜食をたべながら私は寿郷に 「今から実験をや
るが:大丈夫か?」 と聞いた。「カル コパ イライ トの実験にはあま り興味がない。」 と寿郷は答えた。私は
中間管理職の立場から 「まあ準備も した しや りましょう。」と提案 した。 ところが、幸が不幸か、ヘ リウ
ムを トラソスファー してい る最中に トラソスファーチ ューブに霜がつき、真空が駄 目になっていること
がわかった。 どうもどこか穴があいた らしい。
あ くる日にな って トラソスファーチ ューブの真空テス トを した。 この トラソスファーチューブは今は
ブラウソ大学の副学長を しているPorf.Glicksmanが10数年前 にPorf。Nurmikkoにプ レゼソ トしたそ
うである。拡散ポソプで引 きなが ら、あちこちさわ ってい るとペローズとパ イプの ぎんろ う部分がど う
もあや しい ことがわかった。どこがもれているかた しかめてからマシーソシ ョップに修理の依頼を した。
作業は早 く1日後には修理がで きあが っていた。
1年間の滞在 中はお世話にな ったPorf.Nurlnikko,Mrs.Whitney,寿郷,富 強に感謝 して筆を置 き
たい。
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